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はじめに 

 
 本書は、平成 28 年度に袋井市立高南小学校において行われた国語科に関す

る実践的研究の一部を紹介するものです。 
 近年、世界的な動向として、学校では学問の基礎を学ばせるだけでなく、社

会で学び続けるための資質・能力を身に付けさせるという考え方が広まりつつ

あります。「２１世紀型スキル」、「キー・コンピテンシー」、「資質・能力

の育成」といったキーワードは、いずれもこうした学力観の変化を示していま

す。その一方で、こうした発想に基づくカリキュラムをどのように実現してい

くのか、また、こうした学力・学習力の指導をどのように行っていくべきなの

かについては、いまだ模索段階にあると言えるでしょう。「教えて考えさせる

授業」はこうした状況の中で、教科の学習を通じて、自立した学習者に求めら

れる発想や勉強法についても合わせて指導することを目指す新たな指導法で

す。心理学において長年対立したものと捉えられてきた受容学習と発見学習を

新たな形で統合した画期的な指導法でもあります（詳しくは、市川伸一・植阪

友理（編著）『教えて考えさせる授業 小学校—深い学びとメタ認知を促す授

業プラン』（2016 年、図書文化）や市川伸一『「教えて考えさせる授業」を創

る―基礎基本の定着・深化・活用を促す「習得型」授業設計―』（2008 年、図

書文化）などを参照してください）。高南小学校では、平成 26 年度は算数科

を中心に「教えて考えさせる授業」に取り組み、平成 27 年度、28 年度に、国

語科を中心に学校をあげて研究に取り組みました。特に平成 28 年度の実践で

は、「読み方のコツ」を重視した実践を全学年に渡って実施してきました。本

書はその成果を紹介するものです。 
 本書の概要は、以下の通りです。前半は指導案集です。１、３、４、５、６

年の５学年分が収録されています。略案もありますが、冒頭に、簡単な見どこ

ろや実施ごとの課題などを植阪のほうで簡単にまとめ、報告させていただいて

います。この内容については、実践終了後に学校現場の先生方と植阪が共同で

議論を行い、それを植阪がまとめたものです。 
 後半は、１、２学期の実践のプレゼンテーション集です。公開研究授業とし

て行った授業のみならず、日々の授業実践においてどのような工夫を行い、そ

の成果と課題はどのようであったのかも紹介されています。 
 この学校の大きな特徴は、なによりも、研究の熱心さと実践の日常化が挙げ

られます。指導案やプレゼンテーションを見ていただいてもわかるように、公

開研究授業だけを軸に研究を進めるのではなく、個々の先生方が学年団と先生

方と協力しながら、毎学期、高い意識を持ちながら実践しています。それがプ

レゼンテーション集にもよく表れていると思います。私たち東京大学、市川伸

一研究室のメンバーは「教えて考えさせる授業」を「普段着の授業」と位置付

けておりますので、こうした取り組みは何よりもうれしいことでした。 
 また、この学校のもう一つの特徴として、チャレンジ精神が挙げられます。

「教えて考えさせる授業」は、各地で実践されるようになり、多くの成果をあ



げつつありますが、それでも国語の実践は難しいということをよく聞きます。

こうした中、今年度は昨年度の国語の実践を踏まえて、「読み方のコツ」と言

う独自のテーマを立て、これを子ども達が意識化できるような授業実践を各学

年で様々に工夫しています。この中で、「教えて考えさせる授業」が難しいと

される文学作品にも果敢にチャンレジし、提案を行っています。どの指導案に

も、様々な観点から工夫が込められていて、提案性の高いものとなっていま

す。本書が、国語科の「教えて考えさせる授業」に取り組もうとする様々な学

校で利用され、実践的研究の活性化につながれば、この上ない幸せです。 
 とはいえ、「教えて考えさせる授業」の国語科研究はまだまだ始まったばか

りです。御高覧いただいた先生方の御意見をいただき、実践を深めていきたい

と思っています。ぜひ忌憚のない御意見をいただけますよう、お願い申し上げ

ます。 
 最後に、本書の発行および編集にあたっては、「ガバナンス改革と教育の質

保証に関する理論的実証的研究 （課題番号：26245075）」（代表、東京大学

教育学研究科 大桃敏行）および「『教えて考えさせる授業の効果検討―学力

差の克服と学習方略の獲得に着目して―（課題番号：15K13126）』（代表、群

馬大学教育学研究科 深谷達史）の支援をいただきました。ここに記して感謝

申し上げます。 
平成 29 年 3 月吉日 

編者代表 
東京大学大学院教育学研究科 助教 植阪友理 
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■この指導案の見所 

 本単 では、「やまなし」を取り上げる。「やまなし」の５月と１２月の２つの

シーンを深く理 する上で、 の理想とした世界や、それとは なる 代

の現実の世界を理 することが 効であろう。 えば、「１２月の （キーワ

ードはやまなし）」は が理想とした、 からの みを 受し、ささやかでも

心と びに ちた世界という世界観を表しているということも考えられる。

一方で「５月の （キーワードはかわせみ）」はきらきらと一見 しく見える

ものの、そこに生きるカ 達はかわせみのように上から やってくるものに

取され、 えて らしている。これは、 の 国強 代の国 と の関

を表現しているとも考えることもできる。これらは１つの に ぎないが、

本単 において「やまなし」とともに収録されている「イーハトーヴの夢」はこ

うした の世界観を理 するために用意されているものと考えられる。 

 の単 成では、「イーハトーヴの夢」を読みながら、子どもたちが自発

的にこうした世界観にまで深く思いを せながら作品を読むことが期 されて

いることが多いのではなかったのではないかと考える。しかし、現実にはこうし

たことはなかなか難しく、多くの子どもは「クラム ンはか か わらったよ。」

といった表現に 度に き付けられたり、きらきらした が る５月の様子を

表 的な理 だけで な世界と捉えてしまうことが多く発生していたと思わ

れる。さらにいえば、 の の作品の 行も多くの学校で行われている

が、せっかく 行読みをしても、世界観にまで踏み込んで 分には捉えられてい

ないので、共通する世界観を感じ取ることは難しかったのではないかと思われ

る。 

 こうした問題意識を するための指導上の工夫として、今 の単 成で

は、 の世界観（つまり、作品の チー ）をかなり 示的に学び、それを

いながら読み取ることとした。また、社会などの授業とも し、そのあたりを

関 付けて考えられるようにする。さらに、 行読みした作品の中にも、 の

世界観が読み取れるものはないかを考えてもらい、 チー を知ることで作品

が深く読めるという感 をもってもらうことを目指す。これが単 全 を通じ

た工夫である。指導案にあげた 的な授業では、冒頭で、これまでに学習して

きたこととも 理し、５月と１２月が の理想 現実の世界観と対 してい

るという読み方を共 する。その上で、改めて「なぜやまなしというタイトルに

したのかを考える」という課題を理 深化課題として設けた。授業の最後に共

した子どもたちの発表の中には、以下のような図を作成した ループも見られ

た（図１）。 
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図  理 深化課題における子どもの発表資料の一  

 

この ループは、１２月が にとっての理想の世界を表現していることを捉

えるのみならず、カ にとってやまなしは 作物であり、大地のめぐみであるこ

とまでを理 し、だからこそタイトルにやまなしが ばれたのだという考え方

を発表してくれた。これは深い理 と言えるだろう。なお、この授業の単 の冒

頭の 読の感想では、５月をむしろ な世界として表現した子どもが半分

度見られた。つまり、 だけでこれだけの世界観を読み取れたわけではなく、

授業の中で深まっていったのだと考えらえる。 がこうした深い理 に っ

た前提として、授業の中の工夫として の世界観や チー を 分に共 し

ていたことが挙げられるのではないかと考えられた。 

 

■実際の授業を行った上での課題 

 授業後の検討会では、様々な論点が挙げられたが、ここでは１つを紹介する。

この授業は、昨年度の同単 の実践を踏まえて行われている。その授業において

も、 の世界観と５月と１２月の チー については共 することを目指し

たが、今 ほどは 分に と共 することができなかった。この 果、「なぜ

やまなしというタイトルになったのか」という問いに対して、多くの が

うことになった。一方、今 の授業では、多くの がその チー を理 して

いた。この 果、タイトルの理 についても、昨年度とはうって変わり、 的

容 に理 されることとなった。この点は大いなる改 である。一方で、一部の

子どもは、上 したようなやまなしをめぐみとして捉えるという深い理 にま

で ったが、子どもによっては、「１２月は の理想の世界だから、やまなし

というタイトルにした」という 度の理 で まってしまった子どもも見られ

た。多くの子どもに、より深いレ ルにまで 達してもらうためには、「なぜや

まなしというタイトルにしたのか」に えて、もし１２月が の理想の世界と

考えるならば、様々な１２月の のものの中でなぜやまなしをあえてタイト

ルとしたのか。なぜ『 のカ 』など、１２月に てくる のものでは メだっ

たのか」を考えさせるとよかったのではないかという イ も された。１

２月の ということに れば、「 のカ 」というタイトル案もあり得たわけ

である。しかし、あえて「やまなし」とした理 を考える中で、大地の みを重

視する ならではの世界観が されているということにより多くの子ども

が 付く 能性があったというわけである。 
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 ただし、この単 の最後の 行読みでは、多くの が、やまなしでの チ

ー の理 を踏まえたコメントを せている。 えば「 ツ ルと 」では、

「 ツ ルに かされている が 代の いものの感じで、 ツ ルが強

いものの感じだけど、最後は いものが集まって強いもの いに むことを

が考えたのかと思いました。 は読者に、 いものが強いものにしは

いされていても、 いものが集まれば強いものを せるというメッ ージが込

められているように思いました。」と記 している。また、「ツ ねずみ」では

「ツ ねずみが、やまなしと同じで、なにか などを表していて、イタチや

、ちりとり、バ ツは 作物や を表していると は思った。ねずみとり

は、神様で をとめると言うことだと思いました。 やのう作物が

にやられないように思いをこめてこの本を書いたと思う」と記 していた。深

い理 とは多 的なものであり、１つの授業だけでなく、単 全 として達成

されていくことでもあることが く分かる。上記の案がなかったとしても、

は中長期的に理 を深めていったものだったものと思われるが、１つの授業

の代 案としては、こうした理 深化課題もあってもよいのではないかと考え

ている。 

 

（文 ：植阪友理） 
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■今回の指導案の見所 

 本 は、「千年の釘にいどむ」の内容理 を深める である。後 するよう

に、１ でこれを達成しようとするのは、かなり 的に しかった。ただ、

その中でも、本文で さんが工夫した３つの内容について、子ども自身が

するという活動を取り れている点は 味深い。「内容を理 しているのか」の

基 として、なんらかの質問に対して しい えを せることも１つの理 の

指 であり、 の多くの授業では、教 からの発問に対して子どもが えると

いう形で理 を 認したり、深めたりということが目指されてきたのではない

だろうか。一方で、この授業では、子ども自身が さんの行った３つの工夫を

自分たちの言 で、場合によっては図などを指し示しながら するというこ

とをもって、理 ととらえ、子どもたちに求めている。指導案上は ずしも 記

されているわけではないが、「内容を自分の言 でわかりやすく できること

が、本文を理 したことになるのだ」というメッ ージを子どもたちに えてい

るのである。 

  

 

■実際の授業を行った上での課題 

  上 したような重要な発想の 開を んだ授業提案であったが、やはり１

で「千年の釘にいどむ」を 分に捉え るのはなかなか難しかったのが現実で

あった。 後の議論でも、せめて２ は 要であったのではないかという話に

なった。 えば、１ で さんが行った３つの工夫を読み取ることに

し、もう１ はなぜそうした工夫を さんが行ったのかを考えることにあ

ててもよかったのではないかという考え方も見られた。 さんが工夫を ら

し続けた には、「千年先の が自分の釘をみたとしたらどういわれたいの

か」という一つの が する。 の行動のすごさを考えるうえでは、この

を き動かす となる思いまで捉えることが 効である。なぜならば、行動

そのものには（子どもたちは釘 ではないので）共感できなくても、行動の

となる を知ることで、自分はそのように考えられるだろうかとすごさを

実感することとなる。以上を まえて２ 分の授業を考えてみると、最 の１

は、「内容を理 したとは、教科書がなくても自分の言 で図などを指し示

しながら できること」というコツを共 し、 さんの３つの工夫について

できるくらいにまで理 することを目指す授業が考えられる（これを踏ま

えると えば以下のような れも考えられる。「教 の 」として、工夫の一

つを取り上げて を いながらコツを する。「理 認」として、教

と同じように、図を指し示しながら工夫を ができるのか、同じ工夫を って

かめる。さらに「理 深化」で、 り つの工夫について、 ループで す

る をしてもらい、 かに発表してもらう）。 の２ 目では、「その がな
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ぜそうした行動をとったのかの まで り下げて考えてみると、自分にひき

つけて考えることができる」といったコツを え、 さんの を いなが

ら、なぜそうした工夫や行動をとったのかの をつかみ、最終的にはいかにす

ごいのかを ループで考えてもらうという授業も考えられる。この案を踏まえ

ると、「教 の 」では、「その がなぜそうした行動をとったのかの まで

り下げて考えてみると、自分に き付けて考えることができる」といったコツ

を え、 さんの を いながら、なぜそうした工夫や行動をとったのかの

を とやりとりしながらつかませる。その後、 の がそれを知らない

だと思って、 さんはなぜそのような工夫や行動をとったのかを自分の言

で してもらう（「理 認」）。最後に、 ループで、 さんはどこがすご

いのか、 ループで考えてもらい、発表してもらうという授業の れもありえた

のかもしれない。いずれにしても、問いに対してキーワードや文で えを すの

ではなく、本 自身がその内容を自分の言 で語れることを理 と捉える発想

は、 の国語教育には 分には見られなかった新しい発想であっただろう。 

 

（文 ：植阪友理） 
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第５学年１組 国語科学習指導案

指導者 寺田 育代

１ 単元名 本は友達「広がる、つながる、わたしたちの読書 千年の釘にいどむ」

２ 本時の活動（３／６）

（１）目標 白鷹さんが古代の釘を調べるためにしたことや、自分の釘を完成させるため

にしたことを説明することを通して、白鷹さんの願いや白鷹さんの素晴らしさ

を伝えることができる。（読むこと）

（２）本時のおさえ

【教えること】 白鷹さんがしたこと

【考えさせること】 したことに込められている白鷹さんの願い

（３）準備物

教師…古代の釘の見事さを表している教科書の図 白鷹さんの会話文

（４）本時の展開

授 学習活動 ・児童のあらわれ ○留意点 ☆困難度査定

業 ・支援 評価

前 予習 ○前日に「千年の釘にいどむ」を読む。

教 1 めあての確認をする。 ○白鷹さんの願いや素晴らしさ「

師 ○め 白鷹さんの願いや白鷹さんの素晴らしさ を作品を読んだことがない

教 か を伝えよう。 人に伝えるという目的で読

え ら ○白鷹さんがしたことを教科書で示す。 み取ることを伝える。

る の （古代の釘の見事さを調べるためにしたこと）」

説 ・純度の高い鉄を用意した。 ○白鷹さんは、古代の釘を調べ

明 ・古代の釘の形に注目した。 て自分の釘に利用するために

・炭素を混ぜる分量を変えて実験した。 したことが３つあり、さらに、

（自分の釘を完成させるためにしたこと） 自分の釘を完成させるために

・納得のいく釘を完成させるまで何本も何本 したことがあることを押さえ

も作り直した。 る。

理 2 白鷹さんが古代の釘を調べるためにしたこと ○古代の釘がどんなにすごいの「

解 を図を使って説明する。 かを、図を使って説明させる。

考 確 ○白鷹さんが調べた釘は、どこがすごいのか図

え 認 を使って説明しよう。 ○グループで話し合い、まとめ

さ ・普通の釘は 50 年が寿命。しかし、純度の高 て発表することで考えを共有

せ い釘は、千年経ってもさびてくさらない。 する。

る ・先からだんだん太くなって、頭の近くになる」
とまた細くなる形は、すき間がうまって釘が ・グループの話し合いにつまっ

抜けなくなる。 ているところには教科書をも

・炭素をまぜて作った釘は、節を割らないよう う一度読むようにアドバイス

に、ぐるりと節をよけて曲がる。 する。

理 3 調べたことを使って自分の釘を完成させた白 ○白鷹さんは納得できるまで何

解 鷹さんはどこがすごいのか説明しよう。 度も作り直していることに着

深 ・納得するまで 2 万 4 千本もの釘を作った。 目させる

化 ・千年先に自分の釘を残そうと思っている。 ☆すごさをイメージできない児

・千年前の釘やかじ職人に負けまいとしてる。 童のために 2 万 4 千本はどれ
4 白鷹さんの素晴らしさはどこだろう。 くらいかを示す。長さ富士山

○ま 190 個分。

自己 5 今日の学習を振り返る。 ○授業の感想を自分の言葉でノ

評価 ートにまとめさせる。

白鷹さんの願いや素晴ら

しさを読み取り、伝えるこ

とができる。

（発表・ノート）

千年先まで残る釘を作るために、千年前

の釘の見事さを調べ、それに負けない釘

を作ろうと何本も作り直した。千年後の

人にすごいと思われたいという職人の意

地がすばらしい。
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■この指導案の見所  

 本単 からは２本の指導案を収録している。４ 目では、「 り し てく

る言 」に着目するという読み方のコツを取り上げている。この作品において、

中を語るキーワードとして、「一つ」という言 が り し てくる。 み

子の「一つだけちょうだい」ももちろんそうであるし、タイトルとなった、「一

つの花」もこれに てはまる。一方で、 後はこの表現が てこない。これは、

中という 代 を考えると、よく分かることである。しかし、 中とい

うイメージがなく、物がなく しかった 代があったということもイメージし

にくい子どもたちにとっては、捉えることが難しいのが実 である。このキーワ

ードが 中にのみ われ、 後には われていないということを（ 付かせる

のではなく）改めて共 し、そこから読みを深めてもらう設計となっている。理

認では、 中は一つだけという言 が多く われているが、 後にはこう

したことが てこないことに、子ども自身が してみるという 会が設けら

れており、 り し われているキーワードを利用しながら内容を捉えるとい

うことを、特定の子どもだけでなく、全 の子どもが実感できるようになってい

る。その上で、理 深化では、「一つの花」というタイトルに立ち り、どのよ

うな思いがこめられているのかを、 ループで話し合う形となっている。「一つ

だけ」というキーワードにこめられた意味をクラス全 の子どもが理 してい

るからこそ、深い ループ内での議論が 能になると期 できる。  

 また、 り し われているキーワードに着目してみるということは、 の作

品を読む上での、作品を紹介する上でも 効である。それを まえて、６ 目

では、紹介文を書くコツとして「 り し てくるキーワードに着目する」とい

うコツが えられ、実 にどのように紹介文を書いていったら いのかも合わ

せて指導される設計となっている。読み方のコツは、毎 新たに紹介されるもの

であると同 に、様々な活動（教科書の読み取り、平行読書の読み取り、紹介文

の作成）で える設計になっており、コツを意識する 会が多く設けられている

とともに、コツの がより実感しやすい れとなっている。  

 こうした授業を実施した 果、紹介文を する の共通理 となり、友達も

自分と同じような方法で書いていると感じられ、 が しい という感 に

つながった。 的には、１学期 の「学校の通 」（プレゼン資料参照）に

おいて、子どもたちが、「ここに った文を書くのが きになってきた」「友達の

文を読んだり、話を聞いたりする 学習が しかった」という記 が見られ

た。  

  

■実際の授業を行った上での課題  

 ４、６ 目の授業について、１点ずつ挙げたい。４ 目の授業では、

中には「一つだけ」ということが り し てくることや、 後には てこない
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ことが共 されているが、「なぜ」ということについては 示的に共 されてい

ない。読書 が多く、 についてある 度のイメージがある子どもにとって

は「一つだけ」が 中のみで われていることがなるほどと思われる一方で、

そうした が ない子どもにとっては、 ずしもピンときていない 能性が

ある。「なぜ、『一つだけ』と言うキーワードは 中だけなのか」ということを

前半のどこかの段階で さえておくことが、理 深化においてより深い議論

と うためには 効ではなかったかという話題も た。 

 また、６ 目の授業では、紹介文を書くコツとして、これまで学習した「

り し てくるキーワード」などを挙げ、子どもたちが見通しを持てるようにし

ている。一方で、授業の冒頭にはコツを生かした紹介文の は示されていない。

これらのコツはすでに読み方のコツとして指導されているものも なくないこ

とから、子どもたちはあまり 難を感じずに活動に取り組んだようだが、それで

も書くこと の 感が強い場合には、コツが教示されても、 的にどのよう

にそれを生かすのかがわかりにくいこともあるだろう。 を通じて、友達の

をみることにはなるが、そのときに学んだだけでは、自分で実 書いてみること

にはつながらない。コツをどのようにすれば生かすことができるのか、なるほど

と思えるようないくつかの を示してあげることが、 効ではなかったかとい

う案が た。また、理 認では、コツが生かせずにあまり上 に書けなかった

を教 があえて作り、コツを生かしながら紹介文を改 していくためにはど

うしたらよいのか考えてもらうという を で設けることで、 った

にはコツを生かせばよいという意識がより強まったのではないかと考えられ、

そうした イ も た。  

いずれにしても単 を通じて つかのコツを軸に、教科書の読みに活用した

り、平行読書の読みを活用したり、紹介文を作成したりと、一 して指導案が組

まれたことによって、子どもに、力がついたことが実感できる だったのでは

ないかと感じる。  

（ ４ 目の授業の指導案は、 日共 したものに の をいれている）  

  

（文 ：植阪友理）  
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第４学年１組 国語科学習指導案
指導者 鈴木 博之

１ 単元名 物語を紹介しよう（中心教材：「一つの花」）
～平和をテーマにした物語で、平和について考えよう～

２ 本時の活動（本時 ６／８）

（１）目標
「一つの花」の紹介文を書き、それを紹介し合うことを通して、物語を紹介するときの要素を
理解し、自分と友達の感じ方の違いや紹介する良さに気付くことができる。 （読むこと）

（２）本時のおさえ
【教えること】 「一つの花」を友達に紹介するには、物語の題名や登場人物、時代背景、季節、

出来事、心に残った言葉や文などから選んで紹介する。
◆交流学習では、自分と友達の考えを比べることを通して、似ている点や違う
点に気付いたり友達の良さを認め自分の考えをさらに明確にする。

【考えさせること】◇紹介文の中心をどの要素を選べば自分の考えを分かりやすく伝えることがで
きるか考える。

（３）準備物
・教師…文章構造図、付箋 ・児童…ワークシート

（４）本時の展開

授 ○留意点 ☆困難度査定
学習活動 ・児童のあらわれ

業 ・支援 評価

前 予習 前日までの学習を確認する。 ○家庭で本読みをする。

１ めあての確認をする。 ○「文章構造図」やノートに書いた「心「

教 ○め 「一つの花」をしょうかいして、「もう一 に残った言葉や文」、前時に書いた付
教 師 度読んでみたいな。」と、友達に思って 箋を確かめる。
え か もらえるようにしよう。
る ら ○紹介文の書き方を確認する。」

の
説
明

紹介文を書くときは、物語の題名や登場人
物、時代背景、季節、出来事、心に残った言
葉や文などから選んで書く。

２ 事前に書いた付箋から、紹介文にどの事が ○どの付箋が紹介の中心になるのか考え
理 らを中心にするか決め、話の順番を決める。 紹介の順番を決めるように伝える。
解 ・登場人物に着目する。 ☆どの内容を選ぶか困っている児童には
確 ・題名と「一つだけ」の言葉に着目する。 今までノートに書いた「心に残ってい
認 ・場面ごとの出来事を整理する。 る言葉や文」を読み返し、その中から

選ぶとよいと言葉掛けをする。

３「一つの花」の紹介文を書く。 ○紹介文を書いたり交流したりする時間「
自分の考えを分かりやすく伝えるために、 を十分に確保する。

考 何を中心に紹介文を書けばよいのだろう。 ・机間指導しながら、付箋の整理ができ
え ・「一つだけ」という言葉が印象に残ったから、 ない子や理由付けでつまずいている児
さ 理 このことを紹介の中心にしよう。 童には、自分が一番何を紹介したいの
せ 解 ・戦争という時代と「一つだけ」との関係につ か確認してから書くように支援する。
る 深 いて話してみよう。 ☆ペア学習が上手くできないＴ男、Ｙ男、」

化 ・ゆみ子と両親の家族の絆について話してみよ Ｓ男、Ｋ子、Ｍ子には、相手を見つけ
う。 ているか確認し、自信をもって伝える

４ ペアで紹介し合い、感想を交流する。 ように励ます。
・ぼくと同じ言葉が心に残ったんだな。 ○交流学習では、自分と友達の考えの似
・わたしと違う考えをもっているな。もう一度 ている点や違う点に気付いたり友達の

「一つの花」を読んでみよう。 良さを認め、自分の考えをさらに明確
にする。

５ 今日の学習を振り返る。 ○交流を通しての感想を自分の言葉でワ
自 ○ま ・自分と同じ言葉や文が心に残った友達 ークシートに書くように指示する。
己 がいた。
評 ・自分が気付かなかった大切な言葉や登 物語を紹介するときの要素を理解し
価 て紹介文を書き、自分と友達の感じ方場人物の気持ちを考えることができた。  

・もう一度「一つの花」を読んでみて、 の違いや紹介する良さに気付くことが
自分の感じ方を確かめたい。 できたか｡（ワークシート、ノート）
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第４学年２組 国語科学習指導案  
指導者   

１ 単  物語を紹介しよう（中心教 ：「一つの花」）  
      ～平 をテーマにした物語で、平 について考えよう～  
２ 本 の活動（本 ４ / ）  
（１） 目  

３の場 の 場 物の 持ちや世の中の様子などを読み取る活動を通して、作者がなぜ「一

つの花」という題 を付けたのか自分なりの思いを持つことができる。（読むこと）      
（２） 本 のおさえ  

教えること   物の 持ちや様子は、「状況」「 」「 物の行動・会話」から読み取るこ  
         とができる。  
         作者が特 な意味を込めた言 は、「題 」「 物の会話」「重要な場 」などで  
         り し用いることができる。  

考えさせること なぜ作者は、この物語に「一つの花」という題 を付けたか。  
（３） 物   教 文 図     
（４）本 の 開  

 

授
業
前 

学習活動   ・ のあらわれ  意点 ・支援  

難度 定  

習  前日までの学習を 認する。  で本読みをする。

教
え
る

 

教

か
ら
の

 

１ めあてを 認する。  
め作者はなぜ、「一つの花」という題 を付けたかを考えよう。  

場 の読み取り方を 認する。  
物の 持ちや様子は、「状況」「 」「 物の行動・会話」  

から読み取ることができる。  
作者が特 な意味を込めた言 は、「題 」「 物の会話」「重要な

場 」などで り し用いられる。  
２ ３の場 を読み取る。  

３の場 を 読し、 後の み子とお さんの らしを読み取る。 
・ シンは今まで てこなかったけど、３の場 では、 てきまし

た。  
・ み子がスキップをしていて しそうに い物に けています。 

 
読み取り方の イン

トをカードにして

示する。  
・ 、 、 ：

のカードを がか

りにするよう け

をする。  
 

文 図を い、

しにくいところを

捉えやすくする。  

考
え
さ
せ
る

 

理
認

「 中」と「 後」の いをまとめる。  
・ べ物の が えたし、 い物に けるようになりまた。  
・前は一 だったけど、３に場 ではたくさんになっています。  

 

理

深
化 

３ 理 深化の問題を く  
 
 
・「一つの花」には特 な意味が込められているんだね。  
・「一つ」の物を大 にして しいという思いが わってきます。  
４ で理 を し合う。  
・私の意見と さんの意見が ていました。  
・ さんの意見は思いつきませんでした。  
５ した を、全 で共 する。  
・ 中も 後もコス スは てくるので、 中と 後をつない

でいる花だから「一つの花」にしたと思います。  
・お さんから最後にもらったコス スのことなので、お さんが

み子の を思う 持ちを表現したかったんだと思います  

「教 からの 」で

提示したカードをも

う一度全 で 認す

る。  

自

 

６ 今日の学習を り る。  

ま  

 
 

「一つの花」という題

にこめた作者の思い

を読み取ることができ

る。（ ート・発言）  

作者は「一つの花」という題 に、お さんの深い じ

ょうや 代をつないでいるコス スの花を表現したかっ

たのだと思いました。  

作者はなぜ、「一つの花」という題 をつけたのだろう。
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■今回の指導案の見所 

 本 は、「ごんぎつね」の冒頭の場 を学 であった。ここでは、 の

持ちは、 を参考にすることで、より深く読みとることを学 。 的

には、 は多くを語っていないが、 から の 持ちが読み取れる

が多く見られる。 えば、以下のように、にごっていて れが いにもかかわ

らず川に って にうなぎをとる の様子からも な の 持ちがう

かがえる。 

 「川はいつもは がすくないのですが、 日もの雨で、 がどっとましていま

した。ただのときは につかることのない、川べりのすすきやはぎのか が、

くにごった に だおしになって、もまれています。」 

 この にも、「（うなぎをとっている に） いはぎの が一まい、大きなほ

くろみたいに ばり付いていました」といった表現もあり、ここから 目も ら

ず のために になっている の 持ちも読み取れる。 

 こうした みな に 意を い、そこからより深い読みを自発的に、自

に行う子どもも いる。しかし、 ながらすべての子どもがそうした点を

意識するわけではない。 目してみる視点を定め、改めて問いかけることで、普

段はそうしたことに目がいかない子どもたちもそうした読み方のコツを知り、

今後自分たちの読みに生かせる力につながる 能性がある。本 では、こうした

ことを意図して授業設計を行なっている。 

 この授業では、 前の 習として、 の 持ちがわかる部分に を かせて

いる。授業の冒頭では、 の設定を 認したのち、 的な言動だけからのみ

ならず、場 の様子（ ）からも の 持ちが分かることを、上 した

「 くにごった川」の部分を いながら教えた。その後、理 認として、冒

頭の場 からいくつか り したワークシートを え、この に の 持ち

が読み取れる場 がないかと問いかけた。 的には、「 いはぎの がついて

いる」部分などを指 してもらうことを想定していた。最後に、理 深化として、

「うわ 、 すっとぎつねめ」に続く の リ を ループで考えてもらっ

た。教 の想定としては、「おっか のために でとったうなぎを、いたずら

して すなんて せない 」など、 などからもうかがえる の さ

をうまくくみとったような リ を作れることを期 して課題設定を行った。 

 

■実際の授業を行った上での課題 

 子どもたちは 常に活発に授業に参 し、 を しむことができていた。課

題として議論された点は、理 認の課題設定であった。ここでは、 の 持

ちが読み取れる部分は にないかなということで子どもたちに問い けた。子

どもたちは 的に見付けてきた一方で、 ずしも ではない部分をあ

げた子どもたちもみられた。今 の授業の は「 に 目することで、
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おり深く 持ちを読み取る」ということであった。この目的をより多くの子ども

が意識するためには、「場 の様子の中から、 の 持ちが読み取れる部分は

ないかな」とある 度 った形で問いかけることも 要ではなかったかという

議論もなされた。 

 

 

（文 ：植阪友理） 
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第４学年２組 国語科学習指導案  
指導者   

１ 日   平成２ 年 月２ 日（ ） ２校  
２ 単  読んで考えたことを話し合おう（中心教 ：「ごんぎつね」）  
３ 本 の活動（本 ４ /13）  
（１） 目  

本文に書かれている や 物の行動や会話を見つける活動や、 物と自分の

持ちを重ね合わせたり、自分の と び付けたりする活動を通して、 物の心 を想

かに読み取ることができる。                   （読むこと） 
（２） 本 のおさえ  

教えること  
・ 物の 持ちや性 は、「行動」「言 」「 」に着目し、想 しながら読み取ること。  

考えさせること  
・１の場 では、どのような「行動」「言 」「 」が書かれているか。そこから 物  

のどのような 持ちを読み取ることができるか。  
（３） 物   教  示用本文 ワークシート  
（４）本 の 開  

授
業
前 

学習活動   ・ のあらわれ  意点 ・支援  

難度 定  

習  １の場 の 読をする。 の 持ちが分かる部分に を く。  

教
え
る

 

教

か
ら
の

 

１ めあてを 認する。  
め １の場 を読み、 の 持ちを読み取ろう。  

１の場 を読み、 の設定や性 を 認する。  
・ しくて、 のことを思っている。  

が、ごんにされたことを 認し、 の 持ちを書く。  
・おっかあのために、せっかくうなぎをとったのに しい。  

川の から（ から） の 持ちを読み取ることがで

きることを、全 で 認する。  
・川は くにごっています。にごっていて れが いのに  

は川に ったから、 さが わってきました。  
           (もずの や の と対 させる。 ) 

 
 

P ～P9L3 の中から読

み取るようにする。  
 
 

について理

できるよう、対話を通し

て 認していく。  
・理 できているか、意図

的指 をして 認する。

考
え
さ
せ
る

 

理

認 

２ １の場 で に の 持ちがわかる を で

す。  
・「 だおしになって、もまれています。」から、川の れが く

て なのにも関わらず、川に っていることが分かります。

は何としてでも今日うなぎがほしいから になっていま

す。  

す がかりとして、

や個数を提示する。  
・読み取りが な D 、

S 、E 、R には、

自力で読み取れた部分

を認め まし、読み取る

視点を教える。  

理

深
化 

３ こつを って、１ ２以 から の 持ちを読み取る。  
・「 いはぎの が～付いていました。」から、普通なら に付い

たら取るのに、 はそれよりもうなぎを取ることに夢中にな

っているので、 っている様子が わってきます。  
 
 
 
・おれがおっかあのために でとったうなぎを、いたずらして

がすなんで 対に せない。  

が自分の を想

できるように、教 が

を挙げて する。  

自

 

４ 最 に書いた 持ちと べ いを え合う。  
・最 は しいと思ったけど、 や言 に着目して読んだら

な 持ちや、とても っていることが読み取ることができた。 
５ 今日の学習を り る。  
ま  
 

 

 
文 からこつを って

物の 持ちを読み取

ることができる。  
（ ート・発言）  

「行動」「 」に着目して読んだら、 めよりも の とり

のない 持ちやどれくらい っているかがわかりました。

 １の場 から読み取ったことから、 の「うわあ、 す

っとぎつねめ。」に続くせり を考える。  
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に  

じ  

 
■今回の指導案の見所 

 本単 では、「もうすぐ雨に」を ンタジー教 とし、最終的に ンタジ

ー作品を友達に紹介するという活動を最終的に設けた。本 は、 ンタジーの

一作品として、「もうすぐ雨に」を深く読み取る である。この授業の特徴は、

「 ンタジーには、 り と がある」という ンタジーを読み取るコツ

を子どもに教えるところにある。 えば、この作品では、ちりんちりんという

のトラ ス の の がきっかけとなり、動物の言 がきこえるようになる。

これが ンタジーの り と考えられる。その一方で、雨の が大きくなり、

ちりんちりんという がかき されていく。それと同 に、動物の も聞こえな

くなる。これが と考えられる。これと同様の は多くの ンタジー作品

に見られる。 えば、 では、 に って にいくというところが

り であり、 に って にもどってくるということが となる。子どもた

ちにとって身近である「千と千 の神 し」では、 に ることが ンタジ

ーの り であり、そこから てくることが となる。多くの ンタジーに

共通する であるが、なかなか意識されにくい部分について意識化し、そのこ

とを通じてより深く読もうとするのが、この指導案の特徴である。 

 さらにこの授業でもう一つの特徴となるのは、単に「 ンタジーには、 り

と がある」という を教えるだけではなく、どんなことが り と

を見付ける上での かりとなるのかを子どもに教えている点にある。 えば、

この作品では、上 したように が かりとなっている。本授業では、冒頭に

や「千と千 の神 し」を に、この を教えた上で、 と り

を見付けるための かりとして、 、 、においに着目することが 効であ

ることも教えている。この授業では、 ンタジー作品の り と という

と、その見付け方を、子どもたちにとって みのある作品で教え、この作品

に して り のやりとりをしながら見付けたのち、理 認として を見

付けてもらった。そして、理 深化課題では、動物の が聞こえなくなってしま

った 公は、変わったと言えるのか、言えないのかを全 で議論するという活

動を設けている。 

 「読み方のコツ」と言われると、一 的に想 するのは、この授業においても

取り上げられているような、「 、 、においに着目してみよう」といったレ

ルのことであろう。しかし、これだけではなかなかどう読みを深めていったら

いのかがわからないのが実 であろう。この授業では、 り と があるとい

う ンタジー作品の に しながら、それを見付ける かりとして「 、

、においに着目してみよう」についても合わせて教え、それを軸にしながら後

半の活動 とつなげていくという点が一つの見 と考えている。 
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■実際の授業を行った上での課題 

 「教えて考えさせる授業」では、「 難度 定」（詳 は市川・植阪、 を

参照）といわれるように、 授業における学習者のつまずきを し り、授業

設計に生かすことが重視される。こうした 定は、実 に授業を行ってみると

新されることがあり、「 難度 定」と ばれることもある。この授業では、

まさにそうしたことが見られた。理 認で求めた、 の見付け方が子どもた

ちにとってとても難しかったのである。 に着目するということの意味が 分

に理 されておらず、様々な場 を ではないかと べたのである。授業で

は、 り の と対 付けて考えてみると いことが共 され、ここではじめて

一部の子どもたちから、「なるほど、そういうことか」という言 が聞かれた。

国語における「教えて考えさせる授業」では、実 の「教えて考えさせる授業」

の 組みにならって、教 の において「コツは を って教える」こと

が強 されることが ない。今 も、「 り と があり、それらを見付ける

上では が 効である」ということを実感を持ってなるほどと思ってもらうた

めには、教える部分において「もうすぐ雨に」の作品に すると、 り と

はどこになるのか、それはどうやれば分かるのかを教えてあげてもよかったの

ではないかという意見も見られた。 

 なお、その場合には、理 認では、「『もうすぐ雨に』の り と とはど

こか、それはどうしてそこだと言えるのかを、 の はわかっていない だと思

って してみよう」といった活動を設けることが 効ではないかと考えられ

た。こうした活動を設けることで、 ンタジー作品の読み方のコツとして何を

この授業で教 は えようとしているのか、子どもたちには分かりやすかった

かもしれないというわけである。 

 

（文 ：植阪友理）

-  18  -



第３学年２組 国語科学習指導案  
授業者   

１ 日   平成２ 年５月２ 日（ ） 第５校  
 
２ 単  読んで感じたことを発表しよう  

「もうすぐ雨に」（本  ５ ）  
 
３ 単 の目  

・ ンタジーの世界を しみ、友達の考えのよさを認めながら、文 を読んで考えた

ことを進んで えようとする。             （関心・意 ・ 度）  
・場 の り変わりに 意しながら、 場 物の行動や 持ちの変化について、 を

基に想 して読むことができる。                （読むこと）  
・文 中の語 の効果を考えながら読み、感想を する学習を通して、読み深めた 

感想を表現するための語 を やすことができる。 

 （ 統的な言語文化と国語の特質に関する ）  
４ 単 想  
（１）単 観 

本教 「もうすぐ雨に」は、 めは動物の が聞こえる現 を じることができなかっ

た「 く」が、最後には生き物も自分と同じように感 をもち、それ れの 合や生活が

あると考えることができるようになる物語である。 成・現 の ターン化がされている

こと、個性あ れる 場 物であること、一 で書かれた作品であることなどの理 で、

場感があり、感 しながら読み進められる。特に「チリン」という が聞こえると

いう合図の後、生き物の会話が聞こえるという現 が何度も り されることで、「 く」

を通して ンタジーの世界に っていくことができる。また、「始まり（ ）」「 開

（ ）」「 場（ ）」「終 （ ）」の物語の基本的な 成を学 ことや、言動から

物 を読み取ること、 公の心 の変化を考えること、 を に想 して読むこと

などができる教 である。 となる を しながら何度も読み し、 を基に想

力を かせながら ンタジー作品を読み味わおうとする子どもの を期 したい。 

本教 で身に付けさせたい読みの力は、場 の り変わりに 意しながら、 場 物の

行動や 持ちの変化について、 を基に想 して読むことである。あらすじをつかむ

には、 に 目しながら 理なく作品全 を読ことができるように、 を び え

る活動を通して を 理したり、物語の 成を知ったりする。また、 公に聞こえ

た生き物の言 に着目することで、５ １ を読み取る。その中で何度も り される「も

うすぐ雨に」の言 から、雨と 思議な の関 性にも 付くことができるであろう。 

後半では「 くの言動」から 場に向かう「 く」の心 の変化について、読む視点を

点化する。生き物の言 が聞こえる ンタジーの り 、言 が聞こえなくなる

における くの 持ちを考える活動を通して、表 的な読みに まらず、いくつかの場

を関 付けて読み、深くこだわって読むことの しさに 付かせたい。さらに、読み進め

る中で「 が見えないのに からかえるたちを思い かべるまでに変容した『 く』」

に 付かせる読みを 開したい。「雨とともに生き物の が聞こえなくなった理 」を

思議な の終わりとして捉えるだけでなく、生き物の が聞こえなくても生き物の思

いや立場に共感できるまでになった 公の変容を めて考えさせたい。 

学習 の意 化を図るために、単 の終 では の ンタジー作品と「もうすぐ雨に」

との や感想を する活動を設定し、 作品を紹介するために「もうすぐ雨に」の読

みを深めたい、という目的意識をもたせる。また、紹介するためのツールとしてリー レ

ットを利用する。「もうすぐ雨に」の学習を進めながらリー レット作りを行い、その
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を基に 作品を紹介するリー レット作りを行う。 
（２）本単 に関する の実 （ 子１６ 、 子２１ ） 

３年生になり、「きつつきの 」を学習した。子どもたちは、言 と言 とをつなげ

てきつつきが開いた の特徴を読むことや、２つの場 を して 公の心 の変化を

読むことを している。読んで 付いたことや考えたことを 的に発表する子どもが

多い。 マト や による効果、助 による意味の いなどを感じ取る力も育ってき

ており、これまでの学習を思い しながら読み進める も見られる。また、子どもたちは、

となる を問題となる表現の近くから すことや、自分の考えをある 度まで ら

ませて読むことはできる。しかし、 数の を関 付けて読み深める力は 分とは言え

ない。また、読書は きであるが、「自分で見付けた」「自分の考えをもてた」といった、

個で読むことによる学習の びや達成感を感じるような深い読み方はできない。自分で読

み進める や自分の読みを発表する場を保 しつつ、 ループや全 での話合いなど、

友達と することを通して、友達の考えのよさや、 から様々な読みができることに

付く を重ねることで、読み深める しさを味わわせたい。 

 

（３）学習計画（全 ）  
 目  ・ な学習活動  

難度 定  
「教えること」  
「考えさせること」

読むためのこつ  

 

習

・語 の意味 べをする。  
 

  

１  おすすめの ンタジー作品を友達

に紹介するという目的意識をもつ。  
・ ンタジー作品の紹介を聞く。  
・「もうすぐ雨に」のリー レット作り

を通して、 の ンタジー作品の紹

介リー レット作りにつなげていく

という活動の見通しをもつ。  
題 にどのような意味があるのか考

える。  
・題 から想 を広げながら読み、 発

の感想を書く。  
発の感想をもつことができない。  

ンタジー作品

とは何か。  
キーワードになり

そうな言 の意味  
リー レット作り

を通して読みを深

める。  
題 に 目する  

発の感想をもつ

こと。  

題 から物語の内容を

想 しながら「もうす

ぐ雨に」を読み、 発

の感想を書いている。

（ ート）

（関・意・ ）

２  
 

文の組み立てを かめる。  
・ を び える。  
・あらすじの書き方を知る。  
・あらすじを捉える。  

あらすじを記 できない。  

とは何か  
あらすじの書き方  
あらすじを捉える。

文と図や を び

付けて考える。  
物語のあらすじを

捉える。  

の変化に 意し

ながらあらすじを か

めている。  
（ワークシート・発言）

（読むこと）  

３  
 

「 」の場 における「 く」の 持

ちを考える。  
・ 持ちが読み取れる に付 を

り、考えたことを記 する。  
を にすることができず、付

を れない。  
 

行動、発言内容から

持ちを捉えるこ

とができる  
行動、発言内容に

目する。  
公の 持ちを

考える  

公の 持ちの変

化について を

に読み取っている。  
（付 ・発言）

（読むこと）

（読むこと）
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４  「 」の場 における「 く」の 持

ちを考え、変化を捉える。  
・ 持ちが読み取れる に付 を

り、考えたことを記 する。  
を にすることができず、付

を れない。  

行動、発言内容から

持ちを捉えるこ

とができる  
行動、発言内容に

目する。  
公の 持ちを

考え、変化したこと

を捉える  

公の 持ちの変

化について を

に読み取っている。  
（付 ・発言）

（読むこと）

 

５

本

 

ンタジーの と を考える。

・ がどこか を に 認する。

・ がどこか を に考える。  
思議な の前後で、「 く」は

どう変化したか考える。  
・「 く」の変化を、 の前後に分

けてワークシートにまとめる。  
・トラ ス が何を言いたかったのか

考える。  
「 く」は変化したかとその理 を

ワークシートに書けない。  

ンタジー作品

には と が

ある。  
・におい・ に

目する。  
べて読む。  

公がどう変化

したか考える。  

ンタジーの世界

を して、 公が

どう変化したか を

に読み取ってい

る。  
（ワークシート）

（読むこと）

６  や 場 物の変化について、

感想をまとめ、 する。  
・感想をリー レットに表現し、 成

させる。  
・リー レットを見せ合いながら、こ

の作品のお めは何か話し合う。  
リー レットに表現できない。  

感想の書き方、リー

レットのまとめ

方  
の 方  
公の変化につ

いて考えを深めた

り、感想をもったり

する。  

公の変化につい

て感じたことや考えた

ことを えようとして

いる。  
（リー レット）  

（関心・意 ・ 度）

 の ンタジー作品を読み、話し合

う。  
・ ンタジー作品を読む。  
・「もうすぐ雨に」と し、同じ本を

んだ ループで感想を発表し合う。

感想を発表できない。  

ンタジー作品

の紹介  
読みのこつを っ

て読む  
物語の組み立てや

公の変化につ

いて感想を話し合

う。  

ンタジーの世界

を しみ、考えたことを

進んで えようとして

いる。  
（観 ）

（読むこと）

 の ンタジー作品のリー レッ

トを作る。  
・リー レットを作る。  
・同じ本を んだ ループでリー レッ

トを見せ合う。  
リー レットに表現できない。  

リー レットの書

き方  
公の変化につ

いて考えを深めた

り、感想をまとめた

りする。  

公の変化につい

て感じたことや考えた

ことを えようとして

いる。  
（リー レット）  

（関心・意 ・ 度）

 の ンタジー作品を紹介し合う。

・ジ ー ループでリー レットを基

に ンタジー作品を紹介する。  
・感想を発表し合う。  

ンタジー作品を紹介できない。  
 

作品の紹介の 方  
公の変化につ

いて考えを深めた

り、感想をまとめた

りする。 

公の変化につい

て感じたことや考えた

ことを えようとして

いる。  
（観 ）

（関心・意 ・ 度）

 
 

-  21  -



５ 本 の活動（５ ）  
（１）目  
 ンタジーの世界を する前後で、 公がどう変化したか意見を すること

を通して、いろいろな読み方があることを知ることができる。    （読むこと）     

 
（２）本 のおさえ  

教えること    ンタジー作品には と があり、その前後で変化が

ある。  
本作品の と がどこにあるか かめる。  

考えさせること  公がどう変化したか考える。  
読むこつ     ・におい・ に 目する。  

前後を する。  
  難度 定    ンタジーの を し せない。 に 目させる。  
            「 く」は変化したかとその理 をワークシートに書けない。

理 につながる視点を え、前後を させる。  
（３） 物  

教 示用 文、 用ワークシート、付  
（４）本 の 開  

授
業
前 

学習活動 ・ のあらわれ  

教えること 考えさせること 読むためのこつ  
意点 難度 定 

・支援  

習 

前日までの学習を 認する。 
 

で本読みをする。  

 

教
え
る

 

教

か
ら
の

 
 

１ ンタジーの について知る。 
ンタジーの について する。  

 思議な の と がある。

 思議な の前後で、様々な変化が

見られる。  
２ めあてを 認する。  
 

思議な の前と後で「 く」は変

わったのかな。  
３ 思議な の がどこか 認す

る。 
読み取り のこつ１  

  「 、 、においに 目する」  
 かえるがまばたきした後の最 のチリン

が、 思議な の である  

 
 

ンタジー作品を紹介

しながら子どもたちとや

りとりをし、 ンタジー

の について 認して

いく。  
 

 

理

認 

４ 思議な の がどこか考える。

・トラ ス の言いたいことが「ようく分か

った」のだから 思議は続いている。 
・かえるを助けてあげたのが に対して、

かえるのことを思い かべたのが だ。

・「 しぎな も い も、雨 にまぎれて

えてしまった。」とあるから、これが

だよ。  

 
チリンの に 目するこ

とで、最後のチリンが っ

たところはどこか せば

よいことから、 を さ

せる。  
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考
え
さ
せ
る

 

 

理

深
化 

５ 理 深化の課題に取り組む。  
 

 
 
 

読み取り のこつ２  
  「前と後ろを べる」  

変わっていない  
・前も後も「 く」はやさしい。  
 前：かえるを助けた。  

後：トラ ス の を いてあげた。 
・動物の言 が聞こえない。 
 前：「動物の言 が分かればいいのにな」

 後：何も言わなかった。  
 

変わった  
・トラ ス の行動を 想できるようになっ

た。 
 前：すがたは見えなかった。  
 後： いするつもりなんだろう。  
・トラ ス の 持ちが分かるようになっ

た。 
 前：用があるのに んでいると思った。

 後：なんて言いたいか、ようく分かった

・動物のことを思い かべるようになった。

 前：かえるがいて っていた。  
 後： しそうなかえるを思い かべた  
 
６ トラ の言 を考える。 

「 く」はトラ ス が何と言いたいと思

ったのか考える。  
・「 を いてくれてありがとな。」  
・「ご用は全部すんだ 。」  
 

変わったのか変わらなか

ったのかどちらかの意見

を ばせ、その を文中

から させる。  
 

変化が分かる言動を見付

けたら、本文中に付

を る。  
 

子ども達が考えたり、話し

合ったりする を 分

にとる。  
 

変化を読み取るための視

点を提示し、それを基に本

文を 認させる。  
 視点  

くの性 はどうかな

  動物の言 わかるかな

  動物の行動を 想でき

るかな  
 
 

読みのこつを って

を にした読み取りが

できている発言を す

る。 

自

 

 今日の学習を り り、理 度を 認す

る。 
 
 
 
 
 
 

話し合いを通しての感想

を自分の言 で ートに

まとめさせる。  
 

（５）授業の視点 「教えて考えさせる授業」に関わる視点を提示する。 
「教える」「考えさせる」は であったか。  
読み取るためのこつは、子どもの読みを深めることにつながっていたか。 

思議な の前後で「 く」は

変わったのか、変わらなかったのか考

え、その理 を話し合う。

ンタジーの の

さや、 公の変化に

ついて様々な読み方があ

ることを知ることができ

たか。  
（リー レット、 ート）

ま・「 く」が 思議な の前と後で

変わったことが分かった。  
・友達の意見を聞いていろいろな読み

方があることが分かって しかった。

・ 物の行動や発言に 目すると読み

を深められることが分かった。 
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１ じ  

 

 
■この指導案の見所 

 本単 では、のりものについての きや形状を紹介した教科書の本文を理

したのち、最終的には自分たちで「のりものブック」を作るという活動を行った。 

 本 は、実 に自分たちで文 を書くということに めて取り組んだ で

あった。多くの子どもたちにとって、書くという活動はいやだな 、できないと

感じやすいものである。実 にこの授業の最 でも、今日は実 に書いていきま

すというと、えーっ、という言 が聞かれた。こうした 感を しでも らす

ために、この授業では、書くということは して特 で大変なことではないとい

う感 を子どもたちにもってもらう工夫が多く取り れられている。 えば、こ

こまでの授業において指導されてきた読むためのコツが、それが実は書くとき

にも利用できるということを子どもたちに感じてもらう設計となっている。

的には、これまでの授業で内容を深く読み取るために、 （長い文 ではなく、

キーワードなど い表現を って）表にまとめてみて、 それを自分の言 で友

達に してみる、という活動をやってきたが、実はこれらは書くときにも活用

できるということを子どもに分かってもらうという授業設計になっている。 

 実 の授業の中では、子どもたちがメ をもとに、言 を付け しながら活発

に し合う が見られた。学年団の先生の１ は、「メ はちらちらとみてい

るものの、１年生なりの言 で していて、メ をただ読んでいる子どもは

一 としていなかった。今 はメ を 常に い文（キーワード）で書かせてい

るので、それを見ているだけでは文 にならはない。メ を見ながら自分の頭で

成して していたのだと思う。大 な力ではあるが、１年生では難しいと

思っていたが、ここまでできるのかと いた。」と べていた。子どもたちも、

授業の冒頭では 感を示していたが、授業が進むにつれて自 をもってとり

くむようになり、授業終了チャイムが ったときには、「もう終わったの 先生、

もっとやっていいよ。５ 分でもいい」という があがるなど、自分たちにもで

きる。やってみたいという思いが強く感じられた。 

 最終的な「のりものブック」の作成においても、子どもたちは自 をもって取

り組む子どもが多く、子どもによってはいくつもの作品を 上げたと聞いてい

る。子どもたちから、 しい、もっと書きたいという も上がった には、こ

うすればできるという見通しが子どもたちの中に生まれたのではないかと考え

ている。 

 

■実際の授業を行った上での課題 

 課題として された点は、書くコツをもうすこし 示しても かったのでは

ないかという点である。「のりものブック」 の取り組み方からもわかるように、

この授業全 を通して子どもたちは、こうすれば書けそうだという見通しをも

ったと考えられる。しかし授業設計を行う教 は、「読み方のコツは書き方のコ
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ツにもつながる」と意識していた一方で、子どもたちには ずしもそうした点を

強 していなかった。このため、子どもによっては、なんとなく今 の「のりも

のブック」についてはこのように書けばよいのだと理 した一方で、より一 的

な書き方のコツとしては意識していない 能性がある。書くことに対する

意識が高いことは、多くの学年で共通する課題である。こうした問題に対しても

中長期的に対 していくためにも、「読み方のコツは書き方のコツにもつながる」

という点と、その 的なやり方を意識化させるような授業設計をもう し考

えても かったのではないかという意見が見られた。 

（ 本報告書に している指導案は、 日のものに の を えたもの

である。） 

 

（文 ：植阪友理） 
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第１学年１組 国語科学習指導案  
 

授業者 川  
１ 日   平成２ 年１１月１ 日（ ）  
２ 単  くらべてよもう「じどう車くらべ」～のりものブックをつくろう～（５ / ）      
３ 単 の目  

のりものブックを作ることに意 をもって、自動車に関する 本や図 、文 などを
読み、進んで べようとしている。             （関心・意 ・ 度） 
本や文 の中から、 要な言 や文を書き くことができる。       （読むこと） 
「そのために」を って文と文をつなぎ、自動車の「しごと」と「つくり」を す
る文 を書くことができる。                       （書くこと） 
長 や 、促 などの表記や、 読点を に用いて書くことができる。  

（ 統的な言語文化と国語の特質に関する ） 
 
４ 単 想  
（１） 単 観  
  り物は、 が 味・関心を示す物の１つである。また、その り物がどのような

をして、そのためにどんなつくり（形 ・ ・ 組み）になっているかというこ
とも の 味の対 となるだろう。本単 では、特に子どもたちの身近な り物を取
り上げている。  

  この「じどう車くらべ」は、「問い え え え」という 挙型の 成になって
いる 文である。「どんな をするのか」、そのために「どんなつくりになっている
のか」というように問いが２つあり、２つの段 に分けて えが書かれているという

な文 成である。そのため、文 の中から とつくりを見付けやすく、大 な言
や文を 的に書き く力を付けるのに している。さらに、「そのために」という 続

語で とつくりをつなげていることから、 物を するときの基本を学習すること
ができる。  

  まず、教 文に書かれている３つの自動車の内容について読み取るために、問いを
にさせ、その えとなる「しごと」について書かれている と「つくり」について

書かれている に 分けをして を かせる。それによって、どの自動車についても
「しごと」「つくり」「つくり」の で書かれていることに 付かせ、文の 成をとらえ
られるようにしたい。 に、ワークシートに「しごと」と「つくり」を書き く学習を
通して、表に合うように文を言い りの形に変えたり、言 を き したりする力を付
けたい。またワークシートは、「しごと」と「つくり」を分かりやすく したり、「そ
のために」という言 で「しごと」と「つくり」をつなぐことを 視化できたりするよ
うなつくりにする。そして、ワークシートにまとめたものを見ながら言 を付け して
友達に する活動を り し行うことで、より内容の理 を深めることができると考
える。さらに、話して するだけではなく、教 文の文型を参考にして「はしご車」
や自分で んだ自動車について書いて するという活動を取り れることで、自分の
言 で できる力を付けていきたい。  

また、どの自動車においても「しごと」と「つくり」をつなぐ言 として「そのため
に」というつなぎ言 が われていることに着目させ、 文を読むときの「こつ」と
してつなぎ言 の や大 さを教え、単 を通して「そのために」というつなぎ言
を って話したり、 を書いたりできるようにしていきたい。  

授業が進んでいくにつれて、子どもたちが書いた表や 文のワークシートがつなが
って「のりものブック」が 成するようにし、 しみながら意 的に学習できるように
していきたい。そして、最後に「のりものブック」を見ながら、学習した自動車の い
を紹介し合うような活動を行いたい。  

 
（２）本単 に関する の実  

 １年生が今までに学習した 文は「くちばし」と「うみのかくれん 」である。
めての 文の「くちばし」では、問いと えが ットになって３ り されている
文 を読んで、 文の基本的な ターンを学習した。そして、本文以 に２ の
のくちばしについて、本文にならって文を書いたことで、問いと えの形に れること
ができた。また、「うみのかくれん 」では、「何が」「どこに」「どのようにして」 れ
ているのかが同じ文型で書かれているため、ほとんどの が「くちばし」での学習を
生かして、問いに対する えをすぐに見付けることができていた。さらに、 の生き物
の れ方を自分の言 で できる も多かった。しかし、中には問いに対する え
が的 に見つけられなかったり、大 な言 を書き けなかったりする もいる。  
「じどう車くらべ」では、問いに対する えを しく見つけて書き いたり、「そのため
に」という 続語を って する文を書いたりできることを目指したい。 文を書
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くという学習は、難しいと感じる も多くいると考えられるが、ワークシートを効果
的に用いたり、何度も話してから書くという活動を取り れたりすることで、 なく
学習に取り組めると考える。  

（３）学習計画（全 ）  
 目  ・ な学習活動  

難度 定  
教えること

・考えさせること  
 

１  
 
 
 
 
 

２  

いろいろな自動車に 味をもち、学
習の見通しをもつことができる。  

・全文を読み、学習の見通しをもつ。
・「のりものブック」を作ることを知

らせる。  
 

本文を読み、内容の全 を読み取る
ことができる。  

・「問い」と「 え」について考える。
・新 や を学習する。  

・自動車について知っ
ていることを話した
り聞いたりして、「の
りものブック」作り
に関心をもち、自動
車に関する本や文
を進んで読もうとす
る。（関・意・ ：発
表・観 ）  

・問いが何か、 えが
どこに書かれている
か読み取っている。
（読：発表  ート）

３  
 
 
 

 
 
 
４  

「問い」と「 え」の文型を意識し
てバスやじょうよう車についての
文を読み、 とつくりを見つける
ことができる。  

・バスやじょうよう車の とつくり
を見つける。  

 
トラックとクレーン車の文を読み、

とつくりを書き くことがで
きる。  

・トラックとクレーン車の とつく
りを表に書き く。  

・表を見て友達に する。  
とつくりを書き くこと。  

 とつくりに 分けした を
かせる。  

問い え
え えの 成  

とつくりの
関  
表に合った書き

き方  
 
・トラックとクレー

ン車の とつ
くりを表に合わ
せて書き くこ
と  

・表を見て、 と
つくりを す
ること  

・バスやじょうよう車
の とつくりを見
つけることができ
る。（読：発表  ワー
クシート）  

 
 
・トラックとクレーン

車の とつくりを
書き いている。
（読：ワークシート）

５  
本

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６  
・

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

「そのために」というつなぎ言 を
って する活動を通して、はし

ご車の とつくりを する文
を書くことができる  

・はしご車の表を見て「のりものブッ
ク」の１ ージとなる文 を書く。
「そのために」などの言 を書き
して文にすること。  

 書き しの言 が書かれている  
ントカードを用意する。  

 
 

自分の んだ自動車の とつく
りを する文 を書くことがで
きる。  

・自分の んだ自動車について「のり
ものブック」の１ ージとなる文
を書く。  

んだ自動車に合った とつく
りを見つけ すこと。  

 その自動車にしかない を見
つけるよう助言する。  

 
学習してきた自動車を べて、 い
を紹介することができる。  

「そのために」の
 

表 文 の方法  
・はしご車の と

つくりを す
る文 を書くこ
と  

 
 
 
 
 

んだ自動車に
合った とつ
くりの見つけ方  

・自分の んだ自動
車の 文を書
くこと  

・はしご車についての
文を「そのため

に」を って書いて
いる。（書：ワークシ
ート）  

 
 
 
 
 
 
・ んだ自動車につい

て とつくりにあ
たる部分を書き い
ている。（読：ワーク
シート）  

・長 や 、促 な
どの表記や、 読点
を に用いて書い
ている。（言：ワーク
シート）  

 
 
・自動車の いを紹介

することができる。
（関：発表  観 ）  
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５ 本 の活動（５ / ）  
 
（１）目  
 「そのために」というつなぎ言 を って する活動を通して、はしご車の とつ

くりを する文 を書くことができる。               （書くこと） 
（２）本 のおさえ  

教えること 読み取り のこつ  
・「そのために」は とつくりをつなぐ言 であること。  

          ・表を 文にするためには言 を付け すこと。  
考えさせること  ・「はしご車」の とつくりを する文 を書くこと。  

（３） 物  
教 はしご車の ・動画、はしご車を した文、ワークシート、表の 大図、  
   ントカード  

のりものブック  
 
（４）本 の 開  

  

学習活動  ・ のあらわれ  意点 難度 定 ・支援 

教
え
る

 

教

か
ら
の

 
 

１ はしご車について 味をもつ。  
 ・はしご車ってどんな自動車だろう。  
 ・ の に、はたらく車だよね。  
 
２ めあてを 認する。  
め  
 
 
３ はしご車の「しごと」と「つくり」を さ

える。  
はしご車はどんな自動車か発表しましょう。

 ・ を す自動車だよ。  
 ・はしごが伸びる自動車だよ。  
 ・ い自動車だよ。  
 しごと  高いところにいる を助ける。  
 つくり１ 長いはしごがついている。  
 つくり２ じょう な がついている。  
 
４ メ を見て 文を書くときのこつをおさ

える。  
こつ  
「そのために」をつかうと、「しごと」と「つ

くり」をつなぐことができる。  
 ②かくまえに、表を作って、おともだちに  
 おはなししてみるとよい。  
  

はしご車の や動画を見

せ、関心を高める。  
・はしご車の の文 を提示

し、 とつくりを分かりや

すくする。  
 

 

 

の関心をさらに高める

ために とつくり以 に

も が知っている特徴を

挙げさせる  
 
 

の意見を踏まえ、 と

つくりを全 でおさえる。  
 
 
・「読み取り のこつ」を提

示して、つなぎ言 を意識さ

せる。  
・表を見て話すときに言 を付

け して話したことを思い

させる。  
い 、 い を同 に提示

することで、こつ①を強 す

る。  

 はしご車の「しごと」と「つくり」のせ
つめいをかこう。  
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考
え
さ
せ
る

 

理

認 
 

理

深
化 

５ 「そのために」のはいっていない い を

同 に提示することで、こつ①を強 する。  
 
 
６はしご車について する。  

表を見て、はしご車について友達と し合

いましょう。  
 ・上 に できてうれしいな。  
 ・表を見なくても できたよ。  
 

はしご車の ージに 文を書きましょう。

 ・話したことをそのまま書けばいいね。  
 ・「そのために」という言 がほしいね。  
 ・どうやって書き始めたらいいのだろう。  
 

できた 文を読み合いましょう。  
 ・ さんの は上 だったな。  
 ・はしご車について分かりやすく書けたよ。

 
 
 
 

で し合う。  
・ の 方が分からない

は、教 と一 に話すように

する。  
 

「そのために」などの言 を

書き して文にすること  
・話して したことを思い

して書けばよいことを え

たり、 ントカードを渡した

りする。  
 

自

 

 今日の学習を り る。  
今日の授業で分かったことやできたことを書

きましょう。  
ま  

分かったことや難しかった

ことをまとめのワークシー

トにまとめさせる。  
・ く書けた の何 かに発

表させ、書き方が分からない

の ントとなるように

する。  

 

・「そのために」をつかって、じょうずに

せつめいがかけた。  
・はしご車は、たかいところにいる を

たすけるために、ながいはしごがつい

ていることがわかった。

「そのために」を って文
と文をつなぎ、 文を書
くことができた。（ワークシート）
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１
学
期
の
実
践

４
年
生

＜
挑
戦
し
た
領
域
：
「
読
む
こ
と
」
＞

＜
挑
戦
し
た
単
元
＞

「
場
面
の
様
子
に
着
目
し
て
読
み
、
し
ょ
う
か

い
し
よ
う
」

＜
挑
戦
し
た
教
材
名
＞

「
一
つ
の
花
」
（
今
西
祐
行
）

「
付
け
た
い
力
」

○
物
語
を
読
む
「
こ
つ
」
を
知
る
。

○
物
語
を
紹
介
す
る
と
き
の
要
素
を
理
解

し
、
自
分
と
友
達
の
感
じ
方
の
違
い
や

紹
介
す
る
よ
さ
に
気
付
く
。

「
物
語
」
を
読
む
こ
つ
お
さ
え

○
題
名

○
繰
り
返
し
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）

○
中
心
と
な
る
登
場
人
物
の
会
話

○
重
要
な
場
面

・
出
来
事
が
起
こ
る
。
解
決
す
る
。

・
登
場
人
物
の
気
持
ち
が
変
わ
る
。
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単
元
構
想

並
行
読
書
：
戦
争
や
平
和
に
関
す
る
本

単
元
を
貫
い
た
め
あ
て
：
「
心
に
残
っ
た
こ
と
を
も
と
に
作
品
を
紹
介
し
よ
う
。
」

①
作
品
を
紹
介
す
る
方
法
や
よ
さ
に
つ
い
て
知
り
、

「
一
つ
の
花
」
の
感
想
を
書
こ
う
。

②
物
語
の
設
定
を
確
か
め
、
第
一
場
面
の
心
に
残
っ
た
言
葉

や
文
を
書
こ
う
。

③
登
場
人
物
の
関
係
を
確
か
め
て
、
第
二
場
面
の
心
に
残
っ

た
言
葉
や
文
を
書
こ
う
。

④
第
三
場
面
の
心
に
残
っ
た
言
葉
や
文
を
書
き
「
一
つ
の
花
」

と
い
う
題
名
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

単
元
構
想

並
行
読
書
：
戦
争
や
平
和
に
関
す
る
本

単
元
を
貫
い
た
め
あ
て
：
「
心
に
残
っ
た
こ
と
を
も
と
に
作
品
を
紹
介
し
よ
う
。
」

⑤
⑥
「
一
つ
の
花
」
を
し
ょ
う
か
い
し
て
、
「
も
う
一
度
読
ん
で

み
た
い
な
。
」
と
、
友
達
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
よ
う
。

⑦
友
達
に
「
読
ん
で
み
た
い
。
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

物
語
の
紹
介
文
を
書
こ
う
。
（
並
行
読
書
の
中
か
ら
）

⑧
友
達
が
書
い
た
し
ょ
う
か
い
文
を
読
み
合
い
、
読
ん
で
み

た
く
な
っ
た
物
語
や
交
流
の
よ
さ
に
つ
い
て
ま
と
め
よ
う
。

「
物
語
を
読
む
こ
つ
」
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
の

授
業
展
開

＜
１
の
場
面
で
は
・
・
・
＞

○
題
名
「
一
つ
の
花
」
か
ら
内
容
に
つ
い
て
想
像
す
る
。

★
一
番
心
に
残
っ
た
文
や
言
葉
を
、
理
由
付
き
で
ノ
ー

ト
に
書
く
。

（
こ
こ
で
は
、
場
面
を
指
定
し
な
い
。
・
・
・
友
達
に
紹
介

す
る
と
き
に
、
初
め
の
感
想
と
の
相
違
を
子
ど
も
自

身
に
気
付
い
て
ほ
し
い
思
い
か
ら
。
）

授
業
の
板
書
＜
①
の
場
面
＞
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子
ど
も
の
ノ
ー
ト
か
ら

「
物
語
を
読
む
こ
つ
」
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
の

授
業
展
開

＜
２
の
場
面
で
は
・
・
・
＞

○
登
場
人
物
の
関
係
を
中
心
に
読
み
取
る
。

・
ゆ
み
子
の
覚
え
た
「
一
つ
だ
け
」
の
言
葉
を
父
母
は
ど
の
よ
う

な
気
持
ち
で
聞
い
て
い
た
か
。

・
一
輪
の
コ
ス
モ
ス
の
花
は
、
父
の
ど
の
よ
う
な
思
い
が
こ
め

ら
れ
て
い
た
か
。

・
ゆ
み
子
と
父
の
「
一
つ
だ
け
」
は
、
同
じ
か
。

★
一
番
心
に
残
っ
た
文
や
言
葉
を
、
理
由
付
き
で
ノ
ー
ト
に
書
く
。

授
業
の
板
書
＜
②
の
場
面
＞

子
ど
も
の
ノ
ー
ト
か
ら
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「
物
語
を
読
む
こ
つ
」
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
の

授
業
展
開

＜
３
の
場
面
で
は
・
・
・
＞

○
戦
争
中
と
戦
争
後
の
違
い
を
ま
と
め
る
。

○
「
一
つ
だ
け
」
と
い
う
言
葉
が
③
の
場
面
だ
け
出
て
こ

な
い
理
由
を
考
え
る
。

★
な
ぜ
作
者
は
、
こ
の
物
語
に
「
一
つ
の
花
」
と
い
う
題

名
を
付
け
た
の
か
考
え
る
。

授
業
の
板
書
＜
③
の
場
面
＞

教
え
る
こ
と

○
人
物
の
気
持
ち
や
様
子
は
、
「
状
況
」
「
出
来
事
」
「
人
物
の
行
動
・
会
話
」
か
ら
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
作
者
や
特
別
な
意
味
を
込
め
た
言
葉
は
、
「
題
名
」
「
人
物
の
会
話
」
「
重
要
な
場

面
」
な
ど
で
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
い
る
。

考
え
さ
せ
る
こ
と

○
な
ぜ
作
者
は
、
こ
の
物
語
に
「
一
つ
の
花
」
と
い
う
題
名
を
付
け
た
か
。

第
４
時
の
お
さ
え

子
ど
も
の
ノ
ー
ト
か
ら
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子
ど
も
の
ノ
ー
ト
か
ら

授
業
の
板
書
＜
第
⑤
時
＞

教
え
る
こ
と

○
「
一
つ
の
花
」
を
友
達
に
紹
介
す
る
の
は
、
物
語
の
題
名
や
登
場
人
物
、
時
代
背
景
、

季
節
、
出
来
事
、
心
に
残
っ
た
文
や
言
葉
な
ど
か
ら
選
ん
で
紹
介
す
る
。

○
交
流
学
習
で
は
、
自
分
と
友
達
の
考
え
を
比
べ
る
こ
と
を
通
し
て
、
似
て
い
る
点
や

違
う
点
に
気
付
い
た
り
友
達
の
良
さ
を
認
め
自
分
の
考
え
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
。

考
え
さ
せ
る
こ
と

○
紹
介
文
の
中
心
を
ど
の
要
素
を
選
べ
ば
自
分
の
考
え
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
。

第
６
時
の
お
さ
え

「
一
つ
の
花
」
を
し
ょ
う
か
い
し
よ
う
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授
業
の
板
書
＜
第
⑥
時
＞

「
一
つ
の
花
」
を
し
ょ
う
か
い
し
よ
う

授
業
の
板
書
＜
第
⑦
⑧
時
＞
：
紹
介
す
る
・
交
流
す
る

子
ど
も
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
か
ら

-  50  -



子
ど
も
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
か
ら

子
ど
も
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
か
ら

交
流
の
様
子

交
流
の
様
子
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交
流
の
様
子

交
流
の
様
子

交
流
の
様
子

交
流
の
様
子
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子
ど
も
の
ノ
ー
ト
か
ら

子
ど
も
の
紹
介
カ
ー
ド
か
ら

ひ
ま
わ
り
の
児
童
の
作
品

＜
成
果
＞

◎
「
学
校
の
通
信
簿
」
の
中
か
ら
・
・
・

・
作
者
の
思
い
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

・
心
に
残
っ
た
文
を
書
く
の
が
好
き
に
な
っ
て
き
た
。

・
国
語
の
学
習
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

・
並
行
読
書
で
た
く
さ
ん
の
本
を
読
む
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

・
友
達
の
文
を
読
ん
だ
り
話
を
聞
い
た
り
す
る
交
流
学
習
が

楽
し
か
っ
た
。

＜
成
果
＞

◎
授
業
と
し
て
・
・
・

・
「
物
語
を
読
む
こ
つ
」
を
お
さ
え
る
こ
と
で
、
本
を
紹
介
す
る

と
き
の
着
目
す
る
内
容
を
お
さ
え
て
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
。

・
「
戦
争
」
や
「
平
和
」
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
な
り
の
気
付
き

が
あ
っ
た
。
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＜
課
題
＞

・
友
達
に
伝
え
る
と
き
に
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
読
む
の
で
は
な
く
、

簡
単
な
メ
モ
だ
け
で
、
あ
と
は
自
分
で
言
葉
を
作
っ
て
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

・
「
物
語
を
読
む
こ
つ
」
を
学
習
し
た
の
で
、
今
後
の
読
書
活
動

や
自
分
の
考
え
を
伝
え
あ
う
交
流
学
習
に
生
か
し
て
い
き
た

い
。

＜
２
学
期
の
実
践
に
つ
な
げ
る
た
め
に
・
・
・
＞

◎
物
語
の
種
類
が
ち
が
う
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」に
挑
戦
す
る
の

で
、
共
通
し
て
い
る
「
こ
つ
」
を
活
用
し
な
が
ら
読
み
深
め

て
い
き
た
い
。

◎
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
で
は
、
自
分
と
登
場
人
物
を
重
ね
た
り
、

交
流
学
習
で
は
、
自
分
の
考
え
と
比
べ
な
が
ら
、
友
達

の
意
見
を
聞
く
よ
う
に
し
た
い
。
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研究メンバー 

■袋井市立高南小学校 
 

校長 西尾重男  

教頭 兼子近司 

   比奈地典子 芥川梓 安間早紀奈 大石理恵子 松井徳男 

   山田弘子 齋藤禎也 山口亜矢 

   磯部菜穂枝 太田充 村松靖則 神田泰子  

   鈴木博之 榛葉佑佳 小林明子 近藤郁子 坂口敦規 

   寺田育代 新木友 

   太田幸恵 松尾建央 滝口泰弘 
 

 

 

■東京大学大学院教育学研究科 
 

助教 植阪友理 
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国語科における「教えて考えさせる授業」 

—読み方のコツを重視した平成 28 年度袋井市立高南小学校の実践— 

植阪友理・高南小職員（編著） 
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